



















































































































































「毎日」「週 5 ～ 6 日」「週 3 ～ 4 日」「週 1 ～ 2
日」「練習しない」の 5項目、また 1回当たりの
練習時間については、「2時間以上」「1時間～ 2






























1時間～ 30 分を中群、30 分未満を少群とした。
グループ毎の成績についての、入学後の練習日
数（多群・中群・少群）×入学後の練習時間（多
群・中群・少群）の 3× 3 の 2 要因分散分析を
行った。また、入学前の練習日数（多群・中群・
少群）×入学後の練習日数（多群・中群・少群）




























































㉁ၥෆᐜ 51 48 99 䃦2್
⮬ศ䛷ᴦ㆕䜢ㄞ䜣䛷⌮ゎ䛧䛯 ᙜ䛶䛿䜎䜛 46 23 69    20.93***
ᙜ䛶䛿䜎䜙䛺䛔 5 25 30
ᙜ䛶䛿䜎䜛 24 29 53 n.s.
ᙜ䛶䛿䜎䜙䛺䛔 27 19 46
㻯㻰䛺䛹䛾㡢※䜢⫈䛔䛶⌮ゎ䛧䛯 ᙜ䛶䛿䜎䜛 14 13 27 n.s.







㉁ၥෆᐜ 51 48 99 䃦2್
㡢➢䛸ఇ➢ ⩦䛳䛯 47 38 85 n.s.
⩦䛳䛶䛔䛺䛔 4 10 14
ᙉᙅグྕ ⩦䛳䛯 46 31 77   9.39**
⩦䛳䛶䛔䛺䛔 5 17 22
㡢㝵 ⩦䛳䛯 43 26 69   10.64***
⩦䛳䛶䛔䛺䛔 8 22 30
ᢿᏊグྕ ⩦䛳䛯 41 27 68   6.70**
⩦䛳䛶䛔䛺䛔 10 21 31
㏿ᗘグྕ ⩦䛳䛯 44 23 67   16.63***
⩦䛳䛶䛔䛺䛔 7 25 32
㡢ྡ ⩦䛳䛯 41 23 64   11.41***
⩦䛳䛶䛔䛺䛔 10 25 35
࿴㡢 ⩦䛳䛯 35 20 55   7.28**
⩦䛳䛶䛔䛺䛔 16 28 44
㡢⛬ ⩦䛳䛯 38 19 57   12.35***
⩦䛳䛶䛔䛺䛔 13 29 42
㡢㒊グྕ ⩦䛳䛯 31 18 49 5.36*
⩦䛳䛶䛔䛺䛔 20 30 50
஬⥺䛾ྡ⛠ ⩦䛳䛯 33 14 47   12.53***
⩦䛳䛶䛔䛺䛔 18 34 52
⮫᫬グྕ ⩦䛳䛯 31 16 47   7.47**
⩦䛳䛶䛔䛺䛔 20 32 52
ᑠ⠇⥺ ⩦䛳䛯 30 11 41   13.14***
⩦䛳䛶䛔䛺䛔 21 37 58
ㄪྕ ⩦䛳䛯 26 10 36   9.71**
⩦䛳䛶䛔䛺䛔 25 38 63
ዌἲ ⩦䛳䛯 25 7 32   13.41***
⩦䛳䛶䛔䛺䛔 26 41 67
Ⓨ᝿グྕ ⩦䛳䛯 9 2 11 4.55*
⩦䛳䛶䛔䛺䛔 42 46 88






たり 30 分～ 1時間練習していた」と回答した学
生が最も多く、2番目に「1時間～ 2時間」、3番







と同様に「週 3～ 4 日練習している」と回答し
た学生が最も多かったことである。
全体の練習日数を入学前と比較すると、「週 5
～ 6日練習している」が 5％、「週 3～ 4 日」が
8％増加した。「毎日練習している」は 1％、「週
1～ 2日」が 10％、「練習無し」が 2％減少した。







ることは、「1回当たり 30 分～ 1時間練習してい
た」と回答した学生が最も多く、2番目は「1時




は 7％増加した。「30 分～ 1時間」は 3％、「10 分






















= 3.87, p<.05）。Tukey HSDを用いた多重比較に




























⩌ ẖ᪥ 㐌6~5᪥ 㐌4䡚3᪥ 㐌2䡚1᪥ ⦎⩦䛧䛺䛔 䃦2್
ධᏛ๓ ᡂ⦼ ୖ఩⩌䠄N 㻩47䠅 8 8 23 7 1 n.s.
ୗ఩⩌䠄N 㻩46䠅 2 6 21 16 1
ධᏛᚋ ᡂ⦼ ୖ఩⩌䠄N 㻩47䠅 8 10 21 8 0 n.s.
ୗ఩⩌䠄N 㻩46䠅 2 6 27 10 1
⦎⩦᪥ᩘ
表 4　成績上位群と下位群の練習時間の差
⩌ 2᫬㛫௨ୖ 2䡚1᫬㛫 1᫬㛫䡚30ศ 30䡚10ศ 10ศᮍ‶ 䃦2್
ධᏛ๓ ᡂ⦼ ୖ఩⩌䠄N 㻩47䠅 1 17 23 6 0 n.s.
ୗ఩⩌䠄N 㻩46䠅 1 10 25 9 1
ධᏛᚋ ᡂ⦼ ୖ఩⩌䠄N 㻩47䠅 0 21 24 2 0 n.s.
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